
 

■公園緑地計画 

○住民の皆様○住民の皆様○住民の皆様○住民の皆様及び来訪者等の憩いの場の創出､潤いある緑空間の創出を目及び来訪者等の憩いの場の創出､潤いある緑空間の創出を目及び来訪者等の憩いの場の創出､潤いある緑空間の創出を目及び来訪者等の憩いの場の創出､潤いある緑空間の創出を目

的として、ＪＲ大船渡線より海側に近隣公園的として、ＪＲ大船渡線より海側に近隣公園的として、ＪＲ大船渡線より海側に近隣公園的として、ＪＲ大船渡線より海側に近隣公園 1111 箇所、山側に街区公園を箇所、山側に街区公園を箇所、山側に街区公園を箇所、山側に街区公園を

２箇所配置します。２箇所配置します。２箇所配置します。２箇所配置します。    

○また○また○また○また、地区内に、、地区内に、、地区内に、、地区内に、緑地を緑地を緑地を緑地を適宜適宜適宜適宜配置配置配置配置します。します。します。します。    

 

■河川水路計画 

○須崎川は、岩手県により拡幅整備が計画されているため、県の計画にあ○須崎川は、岩手県により拡幅整備が計画されているため、県の計画にあ○須崎川は、岩手県により拡幅整備が計画されているため、県の計画にあ○須崎川は、岩手県により拡幅整備が計画されているため、県の計画にあ

わせ、必要な用地を確保する計画としわせ、必要な用地を確保する計画としわせ、必要な用地を確保する計画としわせ、必要な用地を確保する計画とします。ます。ます。ます。    

○地区内の水路は、付替えを行い、地区外から流入する雨水排水を含め、○地区内の水路は、付替えを行い、地区外から流入する雨水排水を含め、○地区内の水路は、付替えを行い、地区外から流入する雨水排水を含め、○地区内の水路は、付替えを行い、地区外から流入する雨水排水を含め、

処理を処理を処理を処理を行行行行ないます。ないます。ないます。ないます。    

【設計の方針】【設計の方針】【設計の方針】【設計の方針】 

■土地利用計画 

○ＪＲ大船渡線より山側の区域は、住居系の土地利用を基本として計画します。○ＪＲ大船渡線より山側の区域は、住居系の土地利用を基本として計画します。○ＪＲ大船渡線より山側の区域は、住居系の土地利用を基本として計画します。○ＪＲ大船渡線より山側の区域は、住居系の土地利用を基本として計画します。    

○ＪＲ大船渡線○ＪＲ大船渡線○ＪＲ大船渡線○ＪＲ大船渡線より海側より海側より海側より海側の区域は、災害危険区域にの区域は、災害危険区域にの区域は、災害危険区域にの区域は、災害危険区域に指定され指定され指定され指定され居住施設の建築制限がかかる居住施設の建築制限がかかる居住施設の建築制限がかかる居住施設の建築制限がかかる予定の予定の予定の予定のため、商業業務・産業系の土地ため、商業業務・産業系の土地ため、商業業務・産業系の土地ため、商業業務・産業系の土地

利用を計画します。利用を計画します。利用を計画します。利用を計画します。    

■道路計画 

○○○○南北方向の幹線道路として都市計画道路南北方向の幹線道路として都市計画道路南北方向の幹線道路として都市計画道路南北方向の幹線道路として都市計画道路    大船渡日頃市線（幅員大船渡日頃市線（幅員大船渡日頃市線（幅員大船渡日頃市線（幅員 20202020ｍ）と大船渡細浦線（幅員ｍ）と大船渡細浦線（幅員ｍ）と大船渡細浦線（幅員ｍ）と大船渡細浦線（幅員 20202020ｍ）を計画します。ｍ）を計画します。ｍ）を計画します。ｍ）を計画します。    

○東西方向の幹線道路、また山側への避難路として都市計画道路○東西方向の幹線道路、また山側への避難路として都市計画道路○東西方向の幹線道路、また山側への避難路として都市計画道路○東西方向の幹線道路、また山側への避難路として都市計画道路    茶屋前線茶屋前線茶屋前線茶屋前線（幅員（幅員（幅員（幅員 20202020ｍ）、ｍ）、ｍ）、ｍ）、野々田明神前線野々田明神前線野々田明神前線野々田明神前線（幅員（幅員（幅員（幅員 20202020ｍ）、ｍ）、ｍ）、ｍ）、明神前明神前明神前明神前

普金線（地区内幅員普金線（地区内幅員普金線（地区内幅員普金線（地区内幅員 15151515ｍ）を計画します。ｍ）を計画します。ｍ）を計画します。ｍ）を計画します。    

○区画道路については、○区画道路については、○区画道路については、○区画道路については、住宅系の土地利用（山側）部分は幅員６ｍ、住宅系の土地利用（山側）部分は幅員６ｍ、住宅系の土地利用（山側）部分は幅員６ｍ、住宅系の土地利用（山側）部分は幅員６ｍ、商業業務・産業系の土地利用（海側）部分は幅員８ｍを基商業業務・産業系の土地利用（海側）部分は幅員８ｍを基商業業務・産業系の土地利用（海側）部分は幅員８ｍを基商業業務・産業系の土地利用（海側）部分は幅員８ｍを基

本として、土地利用に適した街区を形成するよう配置計画します。本として、土地利用に適した街区を形成するよう配置計画します。本として、土地利用に適した街区を形成するよう配置計画します。本として、土地利用に適した街区を形成するよう配置計画します。    

○○○○歩行系ネットワークを構成するよう、適宜、歩道のある区画道路（幅員歩行系ネットワークを構成するよう、適宜、歩道のある区画道路（幅員歩行系ネットワークを構成するよう、適宜、歩道のある区画道路（幅員歩行系ネットワークを構成するよう、適宜、歩道のある区画道路（幅員 12121212ｍ、ｍ、ｍ、ｍ、9.59.59.59.5ｍ、ｍ、ｍ、ｍ、8.58.58.58.5ｍ）を配置するとともに、歩行者のｍ）を配置するとともに、歩行者のｍ）を配置するとともに、歩行者のｍ）を配置するとともに、歩行者の

移動の利便性を考慮し、幅員移動の利便性を考慮し、幅員移動の利便性を考慮し、幅員移動の利便性を考慮し、幅員 4444ｍの特殊道路（歩行者用通路ｍの特殊道路（歩行者用通路ｍの特殊道路（歩行者用通路ｍの特殊道路（歩行者用通路）を配置計画します。）を配置計画します。）を配置計画します。）を配置計画します。    

 

大船渡駅周辺大船渡駅周辺大船渡駅周辺大船渡駅周辺地区地区地区地区土地区画整理事業土地区画整理事業土地区画整理事業土地区画整理事業についてについてについてについて    
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【事業概要】【事業概要】【事業概要】【事業概要】    

地 区 面 積   ：約 33.8ｈａ 

地 権 者 数   ：530 人  

全 体 事 業 費 ：約 159 億 円  

事 業 認 可   ：当 初  平 成 25 年 8 月 20 日  

         変 更  平 成 26 年 8 月 4 日  

事 業 期 間   ：平 成 25 年 度 ～平 成 32 年 度  

防潮堤防潮堤防潮堤防潮堤    

ＴＰＴＰＴＰＴＰ++++7.57.57.57.5ｍｍｍｍ    

5.05.05.05.00000    計画道路高さ計画道路高さ計画道路高さ計画道路高さ    T.P.T.P.T.P.T.P.＋＋＋＋5.05.05.05.00000    
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国道国道国道国道45454545号号号号

大船渡保育園大船渡保育園大船渡保育園大船渡保育園

ＪＲ大船渡線ＪＲ大船渡線ＪＲ大船渡線ＪＲ大船渡線

駅・

バスターミナル

⑦⑦⑦⑦

⑧⑧⑧⑧

海側

山側

大船渡地区津波復興拠点整備事業について

津波防災拠点施設・津波復興拠点支援施設

※※※※ 掲載した図及びパースは、土地利用計画に沿って作成したイメージであり、建物等の掲載した図及びパースは、土地利用計画に沿って作成したイメージであり、建物等の掲載した図及びパースは、土地利用計画に沿って作成したイメージであり、建物等の掲載した図及びパースは、土地利用計画に沿って作成したイメージであり、建物等の

配置やデザイン等は確定したものではありません。配置やデザイン等は確定したものではありません。配置やデザイン等は確定したものではありません。配置やデザイン等は確定したものではありません。

大規模店舗群ゾーン大規模店舗群ゾーン大規模店舗群ゾーン大規模店舗群ゾーン 宿泊ゾーン宿泊ゾーン宿泊ゾーン宿泊ゾーン

土地区画整理事業区域 33.8ha

津波復興拠点整備事業都市計画決定区域 10.4ha

〃 先行区域 2.3ha

加茂神社加茂神社加茂神社加茂神社

■大船渡地区津波復興拠点整備事業■大船渡地区津波復興拠点整備事業■大船渡地区津波復興拠点整備事業■大船渡地区津波復興拠点整備事業 イメージパースイメージパースイメージパースイメージパース

多目的広場多目的広場多目的広場多目的広場

交通広場交通広場交通広場交通広場

須崎川須崎川須崎川須崎川

サン・アンドレス公園サン・アンドレス公園サン・アンドレス公園サン・アンドレス公園

災害公営住宅災害公営住宅災害公営住宅災害公営住宅

（（（（50505050戸）戸）戸）戸）

（仮称）（仮称）（仮称）（仮称）

大船渡公園大船渡公園大船渡公園大船渡公園

みなと公園みなと公園みなと公園みなと公園

暫定部分 残部分 計 暫定部分 残部分

※　貸付けの対象となる土地は、募集街区のうち、大船渡地区津波復興拠点整備事業により市が

　買取り済み、またはこれから買取りする土地となります。なお、面積、建築可能時期ともに、公募

　時点のものです。

計 ６法人 ２企業／４グループ 42,890 28,970 71,860

3,510 H27.3 H28.3

⑧ 4,510 0 4,510 H27.3 －

1,010

代表取締役　米谷春夫

⑦

(仮称)

㈱海来(みらい)

代表者

KAIZAN　新沼崇久

2,500

H28.3

⑥

（仮称） 代表者　㈱マイヤ

23,730 10,780 34,510 H27.3 H28.3
㈱マイヤ復興グループ

⑤

おおふなと夢商店街㈱

3,140 7,410 10,550 H27.4

H26.4 H28.3

④

(仮称)

代表者　伊東　修

4,860 780 5,640 H26.4 H28.3

③ ㈱サクラダ 代表取締役　櫻田直久 3,030 780 3,810

－ H28.6

② ㈱エルスール大船渡 代表取締役　及川廣章 1,120 3,480 4,600 H27.4 H28.6

① さいとう製菓㈱ 代表取締役　齊藤俊明 0 4,730 4,730

■各街区の予定借地人

街区

予定借地人 面積（㎡） 建築可能時期

法人の名称 代表者

⑥⑥⑥⑥ ⑤⑤⑤⑤ ②②②② ①①①①

④④④④ ③③③③

商業ゾーン商業ゾーン商業ゾーン商業ゾーン

(1) (1) (1) (1) 事業計画事業計画事業計画事業計画

①都市計画決定＝①都市計画決定＝①都市計画決定＝①都市計画決定＝H25.5.23H25.5.23H25.5.23H25.5.23（先行地区）／事業認可＝（先行地区）／事業認可＝（先行地区）／事業認可＝（先行地区）／事業認可＝H25.7.2H25.7.2H25.7.2H25.7.2（先行地区の用地取得・面整備）（先行地区の用地取得・面整備）（先行地区の用地取得・面整備）（先行地区の用地取得・面整備）

・認可事業名：大船渡都市計画 一団地の津波防災拠点市街地形成施設事業 大船渡地区

・面 積：約2.3ha ・事業施行期間：平成25年度から平成27年度

②都市計画変更＝②都市計画変更＝②都市計画変更＝②都市計画変更＝H26.5.7H26.5.7H26.5.7H26.5.7（区域拡大等）／事業認可変更＝（区域拡大等）／事業認可変更＝（区域拡大等）／事業認可変更＝（区域拡大等）／事業認可変更＝H26.6.3H26.6.3H26.6.3H26.6.3（拡大区域の用地取得等）（拡大区域の用地取得等）（拡大区域の用地取得等）（拡大区域の用地取得等）

・面 積：約2.3ha ⇒ 約10.4ha （認可面積：約2.3ha ⇒ 約7.7ha）

(2) (2) (2) (2) 商業街区の土地利用・エリアマネジメント推進商業街区の土地利用・エリアマネジメント推進商業街区の土地利用・エリアマネジメント推進商業街区の土地利用・エリアマネジメント推進

①商業街区の土地利用①商業街区の土地利用①商業街区の土地利用①商業街区の土地利用

・平成26年1月から商業街区の貸付予定者を公募し、平成26年5月7日に各街区の予定借地人を決定

・現在、予定借地人において、基盤整備の完了時期を見据えながら、店舗配置計画や事業計画等を検討中

②エリアマネジメントの推進②エリアマネジメントの推進②エリアマネジメントの推進②エリアマネジメントの推進

・効果的なエリアマネジメントの実現に向けて、平成26年2月にエリアマネジメント・パートナーを公募

・大和リース㈱を優秀提案者に選定し、平成26年3月28日に協力協定を締結

・市、エリアマネジメント・パートナー、商工会議所、予定借地人による検討組織を平成26年7月に設立

・現在、平成26年度末のまちづくり会社の設立に向けて、具体的な事業内容、推進体制、資金計画等を検討中

■大船渡地区津波復興拠点整備事業の進捗状況等■大船渡地区津波復興拠点整備事業の進捗状況等■大船渡地区津波復興拠点整備事業の進捗状況等■大船渡地区津波復興拠点整備事業の進捗状況等

〔〔〔〔施設配置計画（案）施設配置計画（案）施設配置計画（案）施設配置計画（案）〕〕〕〕

ＮＮＮＮ





 



 

 

 



 


